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〇文章は一部、国土地理院地図等から引用 
〇本資料は研究用として整理したものである 
〇標題における「〇」は国土地理院地形図に掲載済箇所「●」は未掲載箇所 
〇自然災害伝承碑に準ずる災害の痕跡も掲載している 
 



〇東京都 墨田区 横網町公園内 大正大震火災石原町遭難者碑 震災 

●東京都 墨田区 横網町公園内 震災避難児童弔魂像 震災 

●東京都 墨田区 横網町公園内 慰霊堂一帯 震災 

3 箇所 

 

 

〇山梨県 南都留郡 富士河口湖町 西湖畔 足和田土砂災害 

1 箇所 

 

 

〇福井県 福井市 足羽川 水害 

〇福井県 福井市 震災 

●福井県 福井市 足羽神社 九頭竜川 水害 

〇福井県 敦賀市 鳩原水害殉難記念碑 水害 

4 箇所 

 

 

〇奈良県 生駒市 殉難の碑 室戸台風 

〇奈良県 大和郡山市 薬園八幡神社 伊賀上野地震 

2 箇所 

 

 

〇三重県 伊賀市 正月堂 水害    

〇三重県 伊賀市 西山公民館 水害 

〇三重県 伊賀市 果号寺 水害 

●三重県 伊賀市 鍵屋の辻 浸水の記録 水害 

〇三重県 伊賀市 平井神社 避水徙民碑 水害 

 

〇三重県 伊賀市 くれは水辺公園  法華経塔 安政の大地震  

〇三重県 伊賀市 

 

計 3+4=7 箇所 

 

 

〇兵庫県 神戸市 水害碑 水害 

〇兵庫県 南あわじ市➀ 昭和南海地震・第二室戸台風 



〇兵庫県 南あわじ市② 昭和南海地震・第二室戸台風 

●兵庫県 神戸市 浜手バイパス 阪神・淡路大震災  

〇兵庫県 神戸市 神戸港震災メモリアルパーク 阪神・淡路大震災 

 

●兵庫県 神戸市 湊川隧道 阪神・淡路大震災 

〇兵庫県 神戸市 慰霊と復興のモニュメント 阪神・淡路大震災 

●兵庫県 豊岡市 城崎温泉寺墓地 北但地震火災殉難者精霊塔 北但大震災 

●兵庫県 豊岡市 気比公民館 表彰記念碑  北但大震災 

〇兵庫県 豊岡市 田結公民館 震災記念碑 北但大震災 

 

●兵庫県 豊岡市 津居山公民館 記念碑 北但大震災 

●兵庫県 豊岡市 城崎温泉寺奥の院 慈母観音 北但大震災 

〇兵庫県 豊岡市 城崎温泉 西村佐兵衛像 北但大震災 

●兵庫県 豊岡市 合同庁舎前 豊岡裁判所震災復興記念の碑 北但大震災 

●兵庫県 豊岡市 赤木正雄展示館民家玄関 大震災碑 北但大震災 

 

●兵庫県 豊岡市 港大橋上流左岸の道路沿いの崩落した巨石 北但大震災 

●兵庫県 豊岡市 国土交通省豊岡出張所前 平成 16 年台風 23 号水害 

〇兵庫県 豊岡市 日高町地区 治水祈念の碑  平成 16 年台風 23 号水害 

 

 

6+12=18 箇所 

 

 

〇滋賀県 大津市 葛川梅ノ木町曹洞宗普済寺 山崩諸霊之塔 

 土砂災害・震災 

〇滋賀県 甲賀市信楽町 鹿島神社 昭和水害之碑 

 昭和 28 年 8 月水害 9 月台風 13 号 

〇滋賀県 大津市 山中 土砂災害 

〇滋賀県 大津市 下阪本四丁目 酒井神社 水害 

〇滋賀県 大津市瀬田一丁目 西光寺 明冶二十九年洪水石標 水害 

 

〇滋賀県 大津市大萱三丁目８ 善念寺裏 明冶二十九年洪水石標 水害 

〇滋賀県 甲賀市信楽町 里宮神社 昭和水難之碑 昭和 28 年 8 月水害  

●滋賀県 大津市 瀬田川洗堰初代所長、長沢忠追悼碑 明治 29 年 水害 

〇滋賀県 大津市 戸隠神社 第 2室戸台風 



〇滋賀県 大津市  千丈川 昭和 28 年 9 月水害 

 

〇滋賀県 大津市 供養塔 水害 

●滋賀県 大津市 石山寺 大越亨君紀念碑 水害 

〇滋賀県 守山市 浄宗寺 大水害最高水位 洪水 

〇滋賀県 守山市 大水口神社 川切れ百周年記念  洪水 

〇滋賀県 長浜市 虎姫まちづくりセンター 明治期水害水点標 水害 

 

●滋賀県 大津市 滋賀県庁危機管理センター 江濃地震 震災 

●滋賀県 大津市 百間堤 水害 

  

計 12+5=17 箇所 

 

 

〇和歌山県 広川町 広八幡神社境内 濱口梧陵碑 安政南海地震 

〇和歌山県 広川町 広八幡神社境内 濱口梧陵碑 安政南海地震 

〇和歌山県 湯浅町 深専寺 大地震津なみ心え之記 安政南海地震 

〇和歌山県 那智勝浦町 天神社 大津浪記念乃碑 昭和東南海地震 

〇和歌山県 那智勝浦町 紀伊半島大水害記念公園 紀伊半島大水害 

 

●和歌山県 那智勝浦町 熊野三所大神社境内 安政地震 

 

計 3+3 =6 箇所 

 

計 34+24=58 箇所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇東京都 墨田区 横網町公園内 大正大震火災石原町遭難者碑 震災 

 

（碑文 要約） 

大正 12 年（1923）9 月 1 日の関東大地震で起きた大火災は都市の大部分を焦土

にした。なかでも本所区と深川区の被害が最も甚だしく、無数の人命が奪われ

た。当時の本所区石原町民約 8000 人中およそ 7000 人が焼死した。昭和 6 年

（1931）移設。 

 

 

 

 

 

 



●東京都 墨田区 横網町公園内 震災避難児童弔魂像 震災 

 

 
（碑文 背景 東京都 HP から引用） 

この記念像は、大正 12 年（1923）9 月 1 日午前 11 時 58 分、関東地方に発生し

た大地震により不幸にして災害に遭い死亡した小学校児童約5千人の死を悼み、

この不遇の霊を慰めかつ、弔わしむることと、永く当時を追憶し、その冥福を祈

るため、当時の学校長等が中心となり、弔魂碑建立を企画し、第 5 回忌辰に際

しこれを発表した。それに共鳴する者が、18 万 2 千 27 名に及び、その醵金は、

1 万 4 千 66 円 47 銭にも達した。                 



その基金で、彫刻家小倉右一郎氏に制作を委託し、完成後当時の財団法人東京

震災記念事業協会に寄付し、その後東京都に引継がれたものである。 

なお、この悲しみの群像は、昭和 19 年（1944）第 2次世界大戦たけなわのころ、

戦力増強の一助として、金属回収の禍いを受け撤去され、台座だけがむなしく

残されていたが、昭和 36 年（1961）に当初の作者、小倉右一郎氏の高弟である、

津上昌平、山畑阿利一の両氏によって、往時の群像を模して、再建されたもので

ある。 東京都 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 



●東京都 墨田区 横網町公園内 慰霊堂一帯 震災 

 

 



 

 



 

 
 

 



 

 

 



 
（施設 背景 東京都 HP から引用） 

東京都慰霊堂は、大正 12 年（1923）9 月 1 日に発生した、関東大震災による遭

難者(約 58,000 人)の御遺骨を納めるための霊堂として、東京市内（現在の 23

区の中心部）で最も被害の大きかった被服廠跡に、震災７年後の昭和５年（1930）

に完成しました。 

当初は「震災記念堂」と名付けられ、横網町公園開園と同日の同年 9 月 1 日に

落成式典が行われています。 

設計にあたっては、公開コンペを実施するなど、先進的でしたが、さまざまな事

情で結果として、コンペ 1 等案は採用されませんでした。この間に交わされた

多くの議論の末、新たに設計を担当することとなった伊東忠太氏（工学博士）

は、鉄筋コンクリート構造を採用しつつ、日本旧来の宗教的様式を現す建築と

することを基本としました。 

しかし、外観は神社仏閣様式であるものの、納骨室のある三重塔は中国、インド

風の様式を取り入れ、平面的には教会で見られるバシリカ様式（内部に列柱を

設け空間を分ける）とし、内部の壁や天井にはアラベスク的紋様も採用されて

います。つぶさにみると多くの宗教的要素を取り入れた折衷的構成となってい

ます。 

完成以来、毎年 9 月１日をはじめ、慰霊の行事が行われてきました。 

その後、太平洋戦争中の東京空襲で亡くなった方のご遺骨も慰霊塔に納められ、

昭和 26 年（1951）、名称を「東京都慰霊堂」と改めました。震災、戦災合わせ

て約 163,000 体の御遺骨が安置されています。 



平成 11 年（1999）には東京都の歴史的建造物に選定されました。 

平成 25 年（2013）11 月から平成 28 年（2016）3 月にかけて、耐震補強並びに

外壁等の美装化、銅葺き屋根の全面葺き替えなどのリニューアル工事を行いま

した。 

階数 慰霊堂 地上 1階、地下 1 階／慰霊塔 地上 4階 

最高高さ 慰霊堂 20.9ｍ／慰霊塔 40.9ｍ 

 

東京都復興記念館は、関東大震災の惨禍を永く後世に伝え、また官民協力して

焦土と化した東京を復興させた当時の大事業を永久に記念するため、震災記念

堂（現東京都慰霊堂）の付帯施設として昭和 6年（1931）に建てられました。 

震災の記念品などは当初震災記念堂に展示する予定でしたが、昭和 4 年（1929）

に開催された帝都復興展覧会に出品された資料も加わり、その数が膨大となっ

たことから予定を変更して「復興記念館」を建設し、展示することとしたもので

す。大震災の被害、救援、復興を表す、遺品や被災物、絵画、写真、図表などが

展示されました。 

その後、第二次世界大戦の空襲により東京都下で亡くなった方々の遺骨を震災

記念堂に合祀したため、記念館においても、東京空襲の被害や当時の状況、復興

に向けた取り組みを伝える写真、図表などの展示を加えました。平成元年（1989）

には、震災記念屋外展示場の解説等も充実させています。平成 11 年（1999）に

は東京都の歴史的建造物に選定されました。平成 29 年（2017 年）11 月から 31

年（2019）3 月にかけて、基礎の補強や壁の増量などの耐震化工事を実施し、設

備を含めて大幅に改修しました。令和 2年（2020）8 月には、外装タイルの補修

や正面柱上の怪獣像の復元などが完了しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇山梨県 南都留郡 富士河口湖町 西湖畔 足和田土砂災害 

 

 

 



 

 



 

 

(碑文 原文・歌碑) 

ああ西湖よ 

作詞 広里多美 

作曲 館岡一郎 

 

一 いつの日も父と 

  いつの日も母と 

   暖かくながめた 

  みずうみ 



   哀れ秋の日 

    平和は破れ 

   ああ西湖よ 

    悲しい湖 

   西湖 西湖 タ焼の空 

   涙に映えて 

    父も母も今は亡き 

 二 いつの日も兄と 

    いつの日も姉と 

   よろこびを包んだ山々 

   哀れ秋の日  

   はげしい嵐に 

   ああ西湖よ 

    悲しい湖 

   西湖 西湖よ尊い生命 

   湖底に深く 

    兄も姉も今は亡き 

 

  昭和四十六年七月 

  厚生大臣 内田常雄 書 

 

(碑文 原文・由緒) 

由緒 

昭和四十一年九月二十五日台風二十六号山津波により西湖根場両部落の尊い犠

牲者九十四名中まだこの美しい湖に流出されたまま行方不明者十三名のみたま

を偲びて哀悼の「あヽ西湖よ」万感胸せまる想いで作詩し謹しみてその霊を永

久に慰め二度と現世に惨事のないよう村民並びに寄贈者諸氏の善意と協力を以

て建立せり人命尊重と平和を祈願する歌碑であります 

 昭和四十七年七月 

 建立者 廣里多美 

 

(碑文 要約) 

昭和 41 年（1966）9 月 25 日未明、台風 26 号は御坂山系に沿って北上し、山梨

県南都留郡足和田村を直撃。時間雨量 82.8 ミリの局地的な集中豪雨は山津波

を発生させ、大災害となった。 

とくに、西湖、根場両集落では午前 1時から 30 分の間に 81 名の死者、13 名の



行方不明者を出すなど、多くの人命と財産が失われた。 

被災後は、二度とこのような災害を受けないように安全な場所に全戸か移住す

るとともに、災害の予防に重点を置いた復興作業が行われた。 

また、将来にわたって住民の生命財産を保護するための砂防工事なども行われ

た。 

被災一周年の昭和 42 年（1967）には慰霊碑が、46 年には歌碑が、47 年には由

緒が建立された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇福井県 福井市 足羽川 洪水 

 

 



 
（碑文 要約） 
破堤復旧の碑 

平成 16 年(2004）7 月 18 日、梅雨前線により明け方から猛烈な雨が降り、春日

1 丁目付近で足羽川堤防が破堤した。 

浸水深は石碑の高さまで、被害は床上高さまで達し、被害は床上浸水2514世帯、

床下浸水 8673 世帯に及んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇福井県 福井市 震災 

 

 

 

 
（碑文 要約） 

震災記念碑 



昭和 23 年(1948）6 月 28 日、福井県嶺北北部を震源とする福井地震が発生し、

計 3,769 人、福井市だけでも 930 人が亡くなった。福井市の全壊率は 79％に達

し、壊滅的な未曾有の大災害となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●福井県 福井市 足羽神社 九頭竜川 水害  

 

 



 

（碑文 背景 福井河川国道事務所 HP から引用） 

九頭竜川修治碑 

 

杉田定一は、嘉永４年(1851)６月２日に坂井郡鶉村波寄の大庄屋杉田仙十郎の

長男として生まれた。 

10 歳のときに三国の滝谷寺に入って６年間、道雅上人を師として勉学に励んだ。

慶応元年(1865)に道雅上人が入滅したので、やむを得ず寺を去って福井の松井

耕雪の門に学び、さらに吉田東篁の教えを受けた。 

定一は後年、「道雅上人からは尊皇攘夷の思想を学び、東篁先生からは忠君愛国

の大義を学んだ。この二者の教訓は自分の一生を支配するものとなって、後年

板垣伯と一緒に、大いに民権の拡張を謀ったのも、皇権を尊ぶとともに民権を

重んじる、明治大帝の五事の御誓文に基づいて、自由民権を高唱したものであ

った。」と述懐している。 

やがて、明治元年(1868)に大阪へ出てオランダ人について理化学を学び、同４

年(1871)に東京に上り三崎塾に学んだ。そして、同８年(1875)に同志と謀って、

「采風新聞」を創刊し、藩閥専制の弊害を痛論し、自由民権を高唱したため投獄

された。しかし、まもなく出獄して評論新聞の記者となって「評論新聞」に筆を

執ったが、しばしば筆禍を招き投獄された。一方、同 10 年(1877)に愛国社を再

興し、自由党組織を通じて板垣退助とも深い関係をもち、自由民権運動のリー

ダーの一人となった。また、福井における地租改正再調査運動のリーダーとな

った。 

明治 23 年(1890)の第１回衆議院議員選挙に立憲自由党から立候補して当選し、

以後第４回を除き第 10 回総選挙まで連続当選を果たした。その間、卓抜した識

見でもって中央政界で重きをなし、明治 31 年(1898)には北海道長官となった。

さらに、明治44年(1911)貴族院議員に勅選せられるまで、自由党の名士として、

政友会の領袖として衆議院に重きをなし、同 36 年(1903)には副議長、39 年

(1906)には議長に当選した。 



一方、福井県内では、明治 28 年(1895)、29 年(1896)と大洪水に見舞われ、九頭

竜川改修の気運が高まったところへ、明治 29 年に河川法が公布された。そのよ

うな世情のなか杉田定一は、九頭竜川・日野川・足羽川の治水事業を河川法第８

条を適用して国事業として施工できるよう、その必要性とともに関係者に対し

て力説し理解を求めた。その結果、明治 31 年(1898)３月 14 日に、内務省告示

第22号をもって、他の日本の重要河川とともに、連続堤防を築いて越流を防ぎ、

あわせて河川水運のことも考慮した、「九頭竜川改修基本方針」のもとに工事実

施することが決定された。 

杉田定一の誠意と熱意は関係者の心を動かし、他県の河川にさきがけて実施さ

れる運びとなった。このとき杉田定一は、千数百石もあったといわれる私財を

投げうって、河川改修の実現のために奔走した。 

改修工事は、明治 33 年(1900)に始まり、11 ヵ年にも及ぶ年月を要して完了し

た。引続き明治 43 年(1910)からは日野川の改修に着手し、大正 13 年(1924)を

もって、初めの計画どおりの大改修が完了した。 

これらの改修工事の実現にあたっては、多くの人々が苦労し力を尽くしたが、

なかでも衆議院議長となった杉田定一の功績が大きかった。西藤島には、杉田

定一の徳を偲んで、治水謝恩碑が建てられている。 

また、足羽神社境内には、いかに画期的な大工事であったかを物語る九頭竜川

修治碑が建てられている。 

 杉田定一は、郷里の丘の名前（鶉山）をとって鶉山と号し、三国鉄道の完成な

ど国事につくし、さらにわが国の振興にも尽力し、昭和４年(1929)３月 23 日に

不帰の客となった。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



●福井県 敦賀市 鳩原水害殉難記念碑 

 

 



 

 



 
（碑文 要約） 
慶応 2年(1866)8 月 5 日から 7 日にかけての大雨により、山崩れが発生し、2

軒の茶屋（詰所）が埋まり、家人 6 名と共に、洪水の警戒にあたっていた農

兵隊長外 16 名の命が奪われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇奈良県 生駒市 殉難の碑 室戸台風 

 

 

（碑文原文） 

殉難の碑 

昭和九年九月廿一日朝関西地方を襲った台風はこの地にあった北倭第四尋常小

学校校舎を倒壊させ六名の学童が圧死先生と児童十数名が重軽傷を負う大惨事

となった 今五十回忌にあたり殉難の御霊の冥福と今後このような悲しい災害

を繰りかえさぬよう祈りをこめこれを建立する 

                     昭和五十八年九月 

        旧田原尋常小学校 室戸台風 

殉難学童五十回忌追悼実行委員会 



石碑は校舎があった場所に建てられていたが、平成 2 年に白庭台団地ができた

ため、現在の公園内の敷地に移設された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇奈良県 大和郡山市 薬園八幡神社 伊賀上野地震 

 



 

 

(碑文 背景) 

伊賀上野地震の犠牲や被害。 

伊賀上野地震とは、嘉永 7年 6月 15 日（1854 年 7 月 9 日）14 時頃に現在の三

重県伊賀市北部（経度 136 度、緯度 34.75 度）にて発生した活断層により発生

した内陸直下型地震。マグニチュード 7.3 で、奈良でも震度 6 であったと推

定。 

安政への改元前に発生した地震であるが[、歴史年表では嘉永 7年 1月 1日に

遡って安政元年としており、安政伊賀地震とも呼ばれる。 



本地震に始まり飛越地震に至る安政年間に連発した一連の顕著な被害地震は安

政の大地震と総称されている。 

上野城の東西の大手門の石垣が崩れ番人 4名が死亡地滑りなどの被害も大き

く、死者は 995 名。 

伊賀上野付近の死者は 625 名、負傷者 994 名、家屋倒壊 2270 戸。薬師寺東塔

も損傷。 

大和郡山では圧死を 150 余とする記録（「矢田垣内邑記録略書記」）もあり、

奈良県の地震被害者数としては最大である。 

 

また、郡山城下町の 3分通りの家が崩れ、130 名余の死者が出たと当時の瓦版

に記載されている。 

「（嘉永 7 年）6 月 14 日夜 9ツ時（午前 0時）より揺れ始め、8ツ時（午前 2

時）大地震 柳町 1丁目より同 4 丁目まで、家屋およそ 38 軒倒れ、市中凡そ 3

分通り家崩れ、その他南都同様、死人凡そ 120～130 人」 

この石灯籠は、地震から 4年後に建立された。 

 

当時大規模震災が頻発していた。  

嘉永 7 年 4 月 6 日（1854 年 5 月 2 日）京都大火。禁裏より出火 

嘉永 7 年 6 月 15 日（1854 年 7 月 9 日） 伊賀上野地震 

嘉永 7 年 11 月 4 日（1854 年 12 月 23 日） 安政東海地震 

嘉永 7 年 11 月 5 日（1854 年 12 月 24 日） 安政南海地震 

嘉永 7 年 11 月 7 日（1854 年 12 月 26 日） 豊予海峡地震 

嘉永７（安政元）年 11 月 27 日（1855 年 1 月 15 日） 安政に改元 

安政 2 年 2 月 1 日（1855 年 3 月 18 日） 飛騨地震 

安政 2 年 10 月 2 日（1855 年 11 月 11 日） 安政江戸地震 

安政 3 年 7 月 23 日（1856 年 8 月 23 日） 安政八戸沖地震 

安政 5 年 2 月 26 日（1858 年 4 月 9 日） 飛越地震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇三重県 伊賀市 正月堂 水害    

 

 



 

 



 
（碑文 要約） 

山津波災害記念碑 

昭和 28 年(1953)8 月 14 日夕方からの雨は夜半に大豪雨となり、15 日未明に北

部山渓一帯で土石流が発生した。旧島ヶ原村の死者行方不明者は 15 名、流失家

屋 22 戸等の被害が発生した。碑は、後世に災害が再び起こらぬよう、対策を怠

ってはならないことを伝えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇三重県 伊賀市 西山公民館 水害 

 



 
（碑文 要約） 

山津浪記念碑 

昭和 28 年(1953)8 月 14 日夕方からの雨は夜半に大豪雨となり、15 日未明に高

旗山系で土石流が起こった。この地区を襲った土石流により死者 13 名。家屋流

失倒壊 30 棟。耕地埋没流失 30 ヘクタール、道路は全線欠壊し、橋も全て崩壊

した。山林崩壊して岩床を現わし、流木は散乱し下流に堆積して山となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇三重県 伊賀市 果号寺 水害 

 



 

 



 
（碑文 要約） 

阿弥陀 

昭和廿八年八月十五日山津浪水害遭難死者之供養塔 

昭和 28 年(1953)8 月 14 日夕方からの雨は夜半に大豪雨となり、15 日未明に高

旗山系で土石流が起こった。西山地区住民の死者は 13 名。供養塔には帰省中に

被害に遭った 1名を含む、14 名の氏名と年齢が刻まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●三重県 伊賀市 鍵屋ノ辻 浸水の記録 水害 

 

 
                 ↑ 小田遊水地陸閘 

 

(碑文 背景) 

鍵屋ノ辻は歴史的に日本三大仇討ちの一つで有名な場所。 

伊賀地方で戦後最大の被害となった昭和 28 年台風 18 号、昭和 34 年及び昭和 36

年の浸水記録が辻の角にあった家屋に残されていた。 

この表示板は浸水位とともに、昭和 28 年被災当時の浸水状況も記載している。 



〇三重県 伊賀市 平井神社 避水徙民碑 水害 

 

 
 



 

 

(碑文 要約)  

避水徙民碑 

わが小田地区は、伊賀の北西部で長田川と柘植 服部川が合流する位置にあるた

め、古くから水による被害に悩まされ続けてきた。 

安政地震により地盤沈下してからは、さらに河川の氾濫による水害が度重なり、



ついに明治 3 年(1870)の午年の水害で多くの田畑が流失、水死者 5 人、潰家 85

戸という大被害を受けた。 

この時 居住地をそっくり高台に移す計画がなされ移居世話係となった村田順

造氏の卓越した指導のもと地区民は一致協力して同六年四月より工事をはじめ、

同 10 年 10 月に完了した。 

この避水移居事業を成し遂げることに努力した人々の功績を後世に残すため、

同 12 年 2 月にこの碑が建てられた。 

碑は旧馬苦労町から移築した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇三重県 伊賀市 くれは水辺公園  法華経塔 安政の大地震 

 

 



 

 



 

 

 

 

 



(碑文 要約) 

法華経塔 

嘉永 7 年(1854)6 月 15 日、伊賀地方を襲った大地震は伊賀に有史最大の災害を

もたらしました。死者 600 名余、負傷者約千名、倒壊家屋 4200 戸余という被害

を出したこの地震は「安政の大地震」と呼ばれています。 

この法華経塔は翌安政 2 年、この、地震での死者を供養するため、富裕町人ら

篤志家によって建立され、法華経八巻が納められました。 

河川敷にあったこの法華経塔は倒壊のおそれがあったため、南東へ 250m ほどの

現在地へ移設されています。 

安政の世から災害に対する我々の心構えを問いかけると共に悲惨な歴史を静か

に語り伝えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【市指定有形文化財】安政伊賀上野地震供養塔（伊賀市野間）嘉永七（1854）年、６月 15

日伊賀を震源とする大地震が発生し、死者約 1000 人を出す大災害となった。供養塔は野間

村死者の七回忌にあわせ、蓮のお寺で有名な慶明寺の墓地入口に造られた。 

『当時野間村には浄土宗の空照山慶明寺と、天台真盛宗の平楽山西雲寺の二か所があり、慶

明寺の檀徒二十六人と西雲寺の檀徒九人が横死し、合わせて三十五人がこの地に埋葬され

ました。 

二段積みの花崗岩製の基礎石（高さ 52cm）の上に、三層の台石（計 64cm）を重ねていて、

三層のうち、下二層は四角柱の石材を組み合わせていますが、最上層は一石積みとなってい

ます。その上に高さ 81cm の石碑を載せていて、総高は 197cm です。 

石碑の正面には「南無阿弥陀仏」と陰刻され、他の三面には横死者三十五名の戒名が陰刻さ

れています。三層の台石のうち、最上段のものには、三面にわたって建碑の由緒が刻まれて

います。 

 平成 24 年 3 月 28 指定 伊賀市教育委員会』 

南面 嘉永七寅 六月十四日の夜 大地震に家潰れ 当邑に死者三十五名 此処にこれを

葬 

西面 ことし七回忌に当たれば 横死菩提の 為にこれを建て 追善を営むもの也 

北面 安政七庚申三月 発起 善三郎 世話人 周吉 住僧 態戴誉  
『市指定有形文化財(歴史資料) 
安政伊賀上野地震供養塔 (伊賀市野間) 



 この塔は、嘉永七(一八五四)年六月十四日に発生した伊賀上野地震 
における野間村の横死者を埋葬した場所に、安政七(一八六〇)年三月 
に七回忌追善法要として建てられた供養塔です。 
 当時野間村には浄土宗の空照山慶明寺と、天台真盛宗の平楽山西雲 
寺の二か寺があり、慶明寺の檀徒二十六人と西雲寺の檀徒九人が横死 
し、合わせて三十五人がこの地に埋葬されました。 
 二段積みの花崗岩製の基礎石(高さ五十二㎝)の上に、三層の台石(計 
六十四㎝)を重ねていて、三層のうち、下二層は四角柱の石材を組み合 
わせていますが、最上層は一石積みとなっています。その上に高さ八十 
一 cm の石碑を載せていて、総高は百九十七㎝です。 
 石碑の正面には「南無阿弥陀仏」と陰刻され、他の三面には横死者三 
十五人の戒名が陰刻されています。三層の台石のうち、最上段のものに 
は、三面にわたって建碑の由緒が刻まれています。 
 安政伊賀上野地震の供養塔 
として「法華経塔」(服部町)が ありますが、 
本供養塔も地震による災害を今に伝える貴重 な資料です。』 
 
『建碑の由緒 
(南面) 嘉永七寅 六月十四日の夜 
大地震に家潰れ 当色に死者三十五人 
此処にこれを葬 
(西面) ことし七回忌に当れば 横死菩提の 
為にこれを建て 追善を営むもの也 
(北面) 安政七庚申三月発起 善三郎 
世話人 周吉 住僧 戴誉 
(平成二十四年三月二十八日指定) 伊賀市教育委員会』 
 

  ≪供養塔そのものは、江戸末期／1860 年（安政 7）に造られ、 
２段積みの花崗岩製の基礎石の上に、３層の台石（計 64 ㎝）を重ねている。 
下２層は四角柱の石材を組み合わせている≫（文化遺産オンライン HP より） 
 

 



 

〇兵庫県 神戸市 水害碑 水害 

  



 



 

 

（碑文 要約） 
昭和 13 年(1938)7 月 5 日、六甲地方を豪雨が襲い、各所で土石流を伴う山腹崩

壊が発生、山巨岩と土砂が氾濫した。旧有野村の被害は死者 4 名、流失家屋 14

戸、全半壊家屋 34 戸、埋没した土地は 34 ヘクタールと被害の状況が記されて

いる。 

 



〇兵庫県 南あわじ市➀ 昭和南海地震津波・第二室戸台風高潮 

 

 

 



 
（碑文 要約） 

昭和21年(1946)12月21日に発生した昭和南海地震では福良湾に津波が到達し、

福良地区で家屋 788 戸が浸水被害を受けた。昭和 36 年(1961)9 月 16 日に室戸

岬西方に上陸した第二室戸台風では高潮被害を受けた。 

来る大規模災害に備え、改めて住民に周知すべく、地域住民の先導の石碑を設

置された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇兵庫県 南あわじ市② 昭和南海地震津波・第二室戸台風高潮 

 

 
（碑文 要約） 

昭和21年(1946)12月21日に発生した昭和南海地震では福良湾に津波が到達し、

福良地区で家屋 788 戸が浸水被害を受けた。昭和 36 年(1961)9 月 16 日に室戸

岬西方に上陸した第二室戸台風では高潮被害を受けた。 



来る大規模災害に備え、改めて住民に周知すべく、地域住民の先導の石碑を設

置された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



●兵庫県 神戸市 浜手バイパス 阪神・淡路大震災  

 

 



 

 



 
(碑文 背景) 

道路橋の耐震技術は関東大震災を契機に導入されて以来、いくたびか

の経験を踏まえて確立されてきたが、この地震は、これまでに直面し

たことのない大規模なものであった。 

国土交通省が管理する国道では、路面が陥没するなど道路施設の多く

がいたるところで大きな被害を受け、中でも、２号浜手バイパス、２

号ポートライナー、４３号岩屋高架橋及び１７１号門戸高架橋の４箇

所のおいては、橋脚が傾き、また、橋桁が落橋あるいは大きくずれる

などの大きな被害を受けた。 

こうしたことから、「被害の姿」を後世に残すことを望む声や、防災

意識の高揚に資するため、ここに被災した２号浜手バイパスの「ＲＣ

橋脚、伸縮装置、支承」が保存された。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇兵庫県 神戸市 神戸港震災メモリアルパーク 阪神・淡路大震災 

 

 

(碑文 背景) 

メリケンパークの北東部に位置する「神戸港震災メモリアルパーク」は、メリケ

ン波止場の護岸部分（約 60m）を被災したままの状態で保存するとともに、神戸

港の被災状況やその復興の過程を中心に、震災の教訓と港の重要性を後世に伝

えることを目的として、平成 9年(1997)7 月に完成した。 

震災 30 年に向けて、神戸港震災メモリアルパークが震災の教訓を未来に継承し

ていく施設となることを目指して、展示改修が行われる。 

 

 
 



●兵庫県 神戸市 湊川隧道 阪神・淡路大震災 

 

 

 
 
 



(碑文 背景) 
明治 29 年(1896)の暴風雨による大水害を契機に、石井川・天王谷川合流点よ

り南西に新河川（湊川隧道を含む）を掘り、苅藻川に合流させ海に導く付け替

え工事が完成。湊川隧道は、わが国初の河川トンネルとして明治 34 年(1901)8

月に竣工し、当時の世界の一流のトンネルに劣らない規模を有している。 

トンネル内部の覆工には、煉瓦による竪積みと呼ばれる技法が用いられてお

り、覆工背面には栗石が裏込材として密に施工されている。これは、未固結地

山に対応した独特の技法であって、トンネルの安定性に大きく寄与しているも

のと考えられる。また、河川トンネルという条件を考慮して、インバート部

は、煉瓦の上に花崗岩の切石を敷き詰めた構造となっており、洗掘と摩耗等へ

の対策が十分にされている。 

吐口側は、明治期のトンネルらしく煉瓦造であるが、そのデザインは本格的な

ネオ・ルネッサンス風の完成度の高いものであった。（坑門工は阪神・淡路大

震災により破損したため、新トンネルではイメージを復元している。） 

トンネルの記念碑的地位の象徴である扁額は、小松宮彰仁元帥の揮毫によるも

ので、吐口側に『天長地久』、呑口側に『湊川』と記されている。このうち

『天長地久』は「老子」に見られる言葉である。扁額の書体は漢隷書で、荘重

美の曹全碑をよく研究した婉麗な書風の筆跡となっている。 

湊川隧道は、阪神大水害、第二次世界大戦、さらには阪神・淡路大震災といっ

た災害にも耐え抜いて存在しており、その技術レベルの高さとこれらの歴史を

後世に伝える土木構造物として高い価値を有している。 

新湊川改修事業により平成 12 年(2000)に新湊川トンネルが完成したことに伴

い、湊川隧道（会下山トンネル）は河川トンネルとしての役目を終えた。しか

し、構築後 100 年になる湊川隧道は当時の高度な土木技術で造られた貴重な土

木遺産として、今でも残っている。 

 

 

 

 

 



〇兵庫県 神戸市 慰霊と復興のモニュメント 阪神・淡路大震災 

 

(碑文 背景) 

慰霊と復興のモニュメントは、阪神・淡路大震災を忘れることなく、震災を記

憶し、復興の歩みを後世に伝え、犠牲者の慰霊と市民への励まし、大規模災害

に対する世界的規模での連帯による復興の意義をアピールすることを目的とし

て、「慰霊と復興のモニュメント設置実行委員会」の募金活動を経て、2000 年

1 月 16 日に設置された。このモニュメントを含む東遊園地全体では、毎年 1 月

17 日にご遺族やボランティアらにより「阪神淡路大震災 1.17 のつどい」が開

催されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



●兵庫県 豊岡市 城崎温泉寺墓地 北但地震火災殉難者精霊塔 北但大震災 

 

 

(碑文 要約) 

北但地震火災殉難者精霊塔 勅持賜太陽眞鑑禅師 総持石禅敬書 

 

(球体部、梵語) 観音 地蔵 

 

大正十四年五月二十三日北但地大震家屋倒無筭火災尋起城崎豊岡等市邑槩帰焦

土殉難者約五百人其惨状絶言語矣神戸地方篤志者相謀特造立此宝塔下納舎利弔

其精霊茲於一周忌辰挙行開眼式以荘厳無上菩提道云爾 

 

 



●兵庫県 豊岡市 気比公民館 表彰記念碑  北但大震災 

 

 



 
(碑文 要約) 

表彰記念碑 

城崎郡港村第五部消防組大正十四年五月二十三日北但地方大震火災ノ際各員ハ

自己の災厄危険ヲ顧ミス協力克ク統制ヲ保チ村内各所将ニ火災起コラントスル

ヤ勇敢機敏之カ警防ニ努メ人心安定ヲ図ル等克ク其本来ノ職務ヲ完フシタルハ

功労授群ニ付金壹封賞与子ス 

大正十五年五月一日兵庫県知事従四位勲三等山縣次郎 

城崎警察署長 山本靖一書 

 

消防創立 明治四十四年七月 

大正十五年八月三十一日建立  

 

※これまでの龍吐水ではなく当時では先進的なガソリンポンプの投入による消

火活動により、火災は 2軒のみであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇兵庫県 豊岡市 田結公民館 震災記念碑 北但大震災 

 

 

 



(碑文 原文) 

震災記念碑  

大正十四年五月二十三日午前十一時十一分未曾有ノ強震但馬地方ヲ震フ当区震

源地として被害近郊ニ比ナシ 

死者七人 傷者四十六人 全戸八十三ノ内全壊六十七 半壊十五 破損一也 

時恰カモ養蚕期トテ各所二出火セシモ区民一致防火ニ努メ未然ニ止ムル 然レ

ドモ部落一円戦場ノ如キ惨状ニテ手ノ施シヤウナク取敢ヘズ小井戸浜 仲田 

大坂ノ三カ所ㇸ各自避難ス 間モナク時難収拾ノ為 復興委員長磯崎為造氏外

六名ノ委員ヲ選任シテ陣容ヲ整へ植付養蚕等の共同作業ヲ行ヒ又カヤノ道路改

修電話架設精米作業機購入等ヲナシ以テ震災復興事業モ着々歩ヲ進ム 因テ今

村山崎古島ノ博士来区精査ノ結果当地ヲ震源ト断定セリ其ノ後ニ於テモ研究調

査ノ為著名ノ学者頻々ト来区ス 

 

昭和十五年十月建立 

 

※地震発生後、まず消火を優先したことから火災による死者は出なかった。 

(圧死者は 7名) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



●兵庫県 豊岡市 津居山公民館 記念碑 北但大震災 

 

 



 

 

津居山区趨勢地図。津居山の震災以前（赤）・以後（黒） 
豊岡市立歴史博物館「港村誌文書 五 絵図」として収蔵より 

(碑文 原文) 

此の鳥居の一部は大正十五年五月北但大震災まで八幡神社参道、八幡町森津氏

宅附近に建立されていたものである 

震災の面影をとどめるものとして茲に永久保存する 

昭和六十一年五月吉日 津居山公民館 



●兵庫県 豊岡市 城崎温泉寺奥の院 慈母観音 北但大震災 

 

 

(碑文 原文) 

 慈母観音建立の辞 

 慈母観音建立の功徳主牛山綾野女史は当湯島の地に父安田信二母みね

夫妻の長女として出生大正十四年五月二十三日午前十一時十一分当地

方を襲った北但大震災にて母みね二十四歳にて横死綾野女史二歳の時

なり。 

この震災の横死者は城崎町だけで二百七十ニ名もの尊き命が奪われま

した。 



女史長じて実業家牛山馨六氏とご結婚二男二女の子宝に恵まれる。子

女もそれぞれ各分野にてご活躍幸福な生活を楽しんでおられますが、

二歳の時に亡くした実母のことを忘れがたく慈母観音を建立し亡母の

追善並びに震災で亡くなられた多くの方々の供養のため、また災害の

無い平和な世の中のために建立されたものなり。 

願わくばこの善行を納受し慈眼を垂れ給わんことを。 

南無大慈大悲観世音菩薩 

観音妙智力 慈眼滋衆生 福聚海無量 

温泉寺住職 

僧正 祐泉 識 

平成十九年十月二十八日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇兵庫県 豊岡市 城崎温泉 西村佐兵衛像 北但大震災 

 

 



 

↑豊岡市提供図より 城崎町復興計画図 

(碑文 原文) 

銅像建立にあたって 

一九二五年五月二十三日昼前北但馬に直下型大地震が起こり城崎町（当時人口

三四一〇人）湯島地区では殆どの家が倒壊し数分後あちこちから出た火は見る

見る猛炎となり全町を焼き尽くし死者二百七十二名負傷者一九八名を数え惨た

んたる有様となりました。 

時の町長西村佐兵衛氏（一八八一～一九六一）は全焼した我家を顧みずダブダ

ブのオーバにたすきを掛け袖をまくりあげ足には大きな地下足袋という珍奇な

姿でメガホン片手に声をからして焼け野を廻り呆然としている人人を慰め励ま

しました。 

毎年のように床上浸水を繰り返す大谷川の洪水対策として町の地盤を一・〇～

二・五ｍかさ上げし川の巾と深さをそれぞれ二倍以上に道路は二～三倍に拡げ

て直線化要所に防火家屋地帯を設け水火災に備えました。 

小学校は城崎町内川村の組合立とし当時兵庫県下でも五指に足りなかった鉄筋

コンクリートの三階建校舎を建て行き届いた教育のためには一クラスを四〇人

以下にしなければと教室をやや小型にし、理・図工・音楽・家庭科などの特別

教室を造り理科の標本実験用具をはじめ工作用のモーター旋盤鋸、かんなの機

械ドイツ製ピアノなど一流の教具を備え付けました。 

町長退任後は観光事業に力を注ぎ水上飛行機での遊覧や城崎↔大阪間定期航空



便日和山行バスなどを運行しました。 

県会議員となって竹野峠の道路建設の基礎をつくり全国温泉協会副会長に推さ

れて全日本観光事業の発展に寄与し又山陰海岸国立公園の実現には期成同盟会

長として長年にわたり尽力し一九六一年十一月に昇格が決定しました。 

しかし翁はその報らせの前十月十二日八十才で逝去しました。 

灰をかき区画を整理し各界権威の設計による六つの温泉浴場学校役場などが次

ぎ次ぎに実現しましたがその困難苦心は筆舌に尽くせず而も一九三〇年代の大

恐慌下に見違える程立派に復興し繁栄の礎を築き得たのは非凡な識見と豊かな

才器を以て事業に献身する翁のまわりに結集した町・区会議員や多くの町民そ

れを指導し援けた前町長ら先輩たちが復興第一と将来展望に立って自由な発想

と活発な討議を尊重し心から力を合わせた賜物です。 

震災六十周年を迎え当時の町民と西村翁の労苦を偲びその心と功を鑽仰し顕彰

するため六百余の方方の賛同を集めこの銅像を建立しました。 

一九八五年五月吉日 

西村佐兵衛翁顕彰会 

徳  西村佐兵衛翁頌 

北但大震災復興の功績を顕彰し町民この銅像を建てる 

一九八五年五月吉日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●兵庫県 豊岡市 合同庁舎前 豊岡裁判所震災復興記念の碑 北但大震災 

  

 



  
(碑文 原文) 

震災復興記念 

 

(碑文 背景)  
豊岡の裁判所が震災で焼失し復興後に開庁記念として碑が設置されたと考えら

れる。なお、上部には円と東西南北の方位が記されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●兵庫県 豊岡市 赤木正雄展示館民家玄関 大震災碑 北但大震災 

 

 



(碑文 原文) 

大正十四年五月廿三日大震災 

 

(碑文 背景) 

赤木の民家の玄関床に埋め込まれた石碑は家族向けの個人的な伝承碑であるが、

家族が常に目にする場所に置くことで赤木正雄氏の防災に対する思いが込めら

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●兵庫県 豊岡市 港大橋上流左岸の道路沿いの崩落した巨石 北但大震災 

 
(碑文 原文) 

石碑は不存在 

 

※北但大震災の強振動により河口から 1．7km 地点の円山川左岸の道路沿いに 5m

の岩塊が崩落し道路を塞いだ。 

この崩壊岩が加工された残骸の巨石がこの地点に現在でも残されている。 

 

 



 
↑(参考)豊岡市内 震災復興建築群 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●兵庫県 豊岡市 国土交通省豊岡出張所前 平成 16 年台風 23 号水害 

 

 

(碑文 原文) 

平成 16 年台風 23 号で豊岡市街はこの高さまで浸水しました。 

 

1.2m 

平成 16 年台風 23 号実績浸水深  

 



 

↑(参考) 圓山川改修之碑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇兵庫県 豊岡市 日高町地区 治水祈念の碑  平成 16 年台風 23 号水害 

 

 
 



 

 

(碑文 原文) 

平成 16 年の台風 23 号によってこの場所は 3.2m 浸水しました 

平成 16 年は過去最多の 10 個もの台風が日本へ上陸した年でした。 

円山川流域で最も大きな被害を与えた台風が、10 月 20 日に上陸した台風 23 号

です。この台風によって、和田山観測所（気象庁）では 49 時間で総雨量 294mm



の雨を記録しました。特に支流の稲葉川上流では、総雨量 350mm 以上の雨が

降りました。 

この地域では堤防が整備されておらず、円山川や稲葉川から押し寄せた濁流が 

尊い生命と大切な財産を奪いました。3.2m 標示は洪水が達した水位を表してい

ます。このような被害が再び繰り返されないことを願い、地域が一体となって

円山川および稲葉川の河川整備を推し進めます。 

 

 

 

治水祈念の碑 

 

平成十六年十月二十日、台風二三号により、この地にて二人の尊い命が失われ

た。 

日高町野    生野町口銀谷 

ここに慰霊とともに、治水整備への願いと誓いを込めて、治水祈念の碑を遺族、

周辺住民の志により建立する。 

平成十八年十月二十日 

日高町地区円山川上流直轄河川改修促進期成同盟会 

揮毫 豊岡市長 中貝宗治 

 

※｢治水祈念の碑｣ は平成 18 年 10 月、地元同盟会が平成 16 年の台風 23 号によ

り尊い二人の命が失われた日高町の赤崎橋左岸側たもとに、二人の慰霊と住民

の治水整備への願いを込めて、地域住民から浄財を募り建立したもの。 

 

(鐘とともに) 

永遠に想う 令和六年十月 

日高町地区円山川上流直轄河川改修促進期成同盟会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇滋賀県 大津市葛川梅ノ木町曹洞宗普済寺 山崩諸霊之塔 土砂災害・震災 

 

 



 

（碑文 原文） 
当村大地震山崩之年代、至今宝暦八戊寅歳、及九十七歳、則是時予勧化於一村檀

越而為諸霊百年忌、造立此石塔、亦書写於一字一石之大乗妙典経而埋此塚中、所

希依此功徳、諸霊免三途八難苦迹、到無上仏杲、次願当村并葛川谷中除一切悪事

災難、自然千吉祥万福徳到来 
 

（碑文 要約） 

葛川谷で町居崩れと呼ばれる大規模な土砂崩れが発生した。この土砂崩れによ

り、旧町居村、旧榎村の集落は土砂に埋没し、死者 560 人、倒壊・埋没家屋は

50 軒以上に及び、村落を壊滅させるほどの被害となった。 

寛文地震の百年忌供養及び榎村と葛川谷の安穏幸福を願って造立された旨が記

されている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇滋賀県 甲賀市信楽町 鹿島神社 昭和水害之碑 

昭和 28 年 8 月水害 9 月台風 13 号 

 

 

 

 



（碑文 原文） 

昭和 28 年 8 月 15 日仝年 9 月 25 日再度之豪雨は有史以来之大水害にて、井堰 5

所溜池■所決潰水路千五百米橋梁四流失農地埋没流失約 30 町歩冠水浸水 50 町

歩是復旧要工事費五千餘萬圓其他損害甚大 是以復旧に区民総決起翌年 8 月工

事完成経理決済 

昭和 33 年 10 月吉日建立 

                      牧区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇滋賀県 大津市 山中 山津波復興記念碑 土砂災害 

 

 



 

 

 

（碑文 要約） 

山津波復興記念碑 

昭和 10 年（1935）6 月 28 日からの豪雨により、翌 29 日に比叡連峰の一角から

土石流が発生し、山中町の集落を飲み込んだ。その被害は流失全壊家屋 16 戸、

半壊 10 戸、浸水 47 戸、重軽傷者 48 名と記録されている。 

 

（碑文 背景）  

80 戸中 65 戸が大きな被害をうけ、死者 1 名・重軽傷者 10 数名が出たという記

録もある。 

翌年の同じ日に復興記念祭と復興記念碑除幕式が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 



〇滋賀県 大津市 下阪本四丁目 酒井神社 明冶二十九年洪水石標 水害 

 

 

 



 

 

 



 

（碑文 原文） 

一面 洪水位明治二十九年九月十二日 

   水量最高一丈二尺八寸 

   常水位二尺七寸 

 

二面 明治十八年七月三日洪水位 

   廿九年ヨリ三尺五寸八分低 

 

三面 明治元年五月二十日洪水位 

廿九年ヨリ一尺八寸低 

 

四面 万延元年五月十七日洪水位 

廿九年ヨリ三尺七五寸低 

 

※一つの石碑に、複数年次の水位が刻まれ、比較されている事例は珍しい。 

 

（碑文 要約） 

明治 29 年(1896)9 月 3 日から 12 日の間に 1008 ミリの雨量を記録し県内で死

者・行方不明者 34 名などの大きな被害をもたらした。琵琶湖が増水し、下阪本

村では全村 700 戸のすべてが浸水した。碑にはこのときの水位とともに、万延

元年(1860)、明冶元年(1868)、明冶 18 年(1885)の水位も記録されている。 

 

 

 

 

 



〇滋賀県大津市瀬田一丁目 西光寺 明冶二十九年洪水石標 水害 

 

 



 
 

 



 

 
⇑ 瀬田川右岸側 紙による表示物 

（碑文 要約） 

明治 29 年(1896)9 月 3 日から 12 日の間に 1008 ミリの雨量を記録し県内で死

者・行方不明者 34 名などの大きな被害をもたらしている。 

碑にはこのときの琵琶湖大洪水時の水位が横線で刻まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇滋賀県 大津市大萱三丁目８ 善念寺裏 明冶二十九年洪水石標 水害 

 

 

  



 
 

 

（碑文 原文） 

この下の横線は琵琶湖大洪水明治廿九年九月二十三日の水位である 
 
（碑文 要約） 

明治 29 年(1896)9 月 3 日から 12 日の間に 1008 ミリの雨量を記録し県内で死

者・行方不明者 34 名などの大きな被害をもたらしている。 



碑の下の石垣には、このときの琵琶湖大洪水時の水位が横線で刻まれている。 

この明治 29 年(1896)の水害記録は昭和 46 年(1971)に明治 29 年(1896)生まれ

の地元の古老が喜寿の記念に設置されたもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇滋賀県 甲賀市信楽町 里宮神社 昭和水難之碑 昭和 28 年 8 月水害  

 

  

                  ⇑多羅尾公民館横の掲示板 



 

 



 

（碑文 原文） 

昭和二十八年八月十五日払暁多羅尾地区を襲った豪雨は激烈な雷鳴を伴い数時

にして四百粍を超す雨量をもたらし加うるに山地は崩壊して山津波は各所に起

り終に死者四十四名重軽傷者百三十名家屋の全倒壊四十戸半壊損傷無数田畑道

路殆ど壊滅其の惨状筆舌に尽くし難し 

今や復古成るに際し當時を偲び記念の碑を建て後塵に傳える 

      題字 碑文  

佐野長一郎 

      昭和三十二年八月十五日 建之 

      多羅尾 自治会  

 

 

 

 

 

 

 

 



●滋賀県 大津市 瀬田川洗堰初代所長、長沢忠追悼碑 明治 29 年水害 

 

 

 



 

(碑文 要約) 

瀬田川洗堰初代所長、長沢忠追悼碑 

 

長沢忠は 29 歳で、病魔に倒れた現豊岡市出身の秀才の河川技術者 

明治 29 年の琵琶湖水害による、瀬田川改良工事の設計、施工を担当、瀬田川

に張り出していた大日山の開削工事にも携わった。 

明治 29 年の集中豪雨は甚大な水害をもたらし９月７日から降り出した雨は 12

日まで断続的降り続き、鳥居川量水標は観測史上最高のプラス 409ｍの水位に

達した。 

この大洪水による被害は琵琶湖沿岸に留まらず、下流の京都や大阪にもおよ

び、これを契機に、国をあげての淀川水系治水工事が行われることになった。 

明治 33 年から瀬田川の浚渫工事が始まり、翌 34 年には大日山の切り取り工事

が行われ、さらに明治 35 年には南郷洗堰（旧南郷洗堰）の建設工事が行われ

た。角材を落として水の調整を行うという現在の技術水準と比べると単純なも

のであったが、この洗堰により琵琶湖の水位は安定し、沿岸部の水害の軽減と

工業用水や農業用水の確保に大きく貢献することになった。 

その後、昭和 36 年にはこの洗堰に変わって、現在の洗堰が建設された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇滋賀県 大津市 戸隠神社 第 2室戸台風 

 

 

(碑文 要約) 

昭和 36 年(1961)9 月 16 日、第２室戸台風により森の樹木とともに鳥居が倒壊

した。 

その鳥居の断片に碑文を刻み碑としている。 



〇滋賀県 大津市 千丈川 昭和 28 年 9 月水害 

 

 



 

(碑文 要約) 

昭和 28 年(1953)9 月 25 日、千丈川から土砂が流入した。 

その面積は約 1.2ha におよび、被害棟数４棟、降雨量は 9月 25 日に 199.5mm

を記録した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇滋賀県 大津市 供養塔 水害  

 

 



 

 

(碑文 要約) 

嘉永元年 6 月 5 日(1848 年 7 月 5 日)に、この谷で山崩れがあり、洪水で男女６

人が溺死した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●滋賀県 大津市 石山寺 大越亨君紀念碑 水害 

 

 



 

（碑文 要約） 

大越君紀念碑 

 

枢密顧問官正二位勲一等伯爵松方正義篆額 

滋賀県の琵琶湖、森雨則ち氾濫縦溢し、其の害頗る大なり。県治に任ずる者は、

治水を急と為す。而して、其の功績顕著なる者は、置県以来独り大越君有り。

君、諱は亨、字は慎郷、天嶂と号す。磐城中村の人。世々相馬候に仕う。君、幼

きより頴敏にして才幹有り。初め藩政に参じ、屡戒事を督し、功労すくなから

ず。廃藩後数県に歴任し、石川県小書記官に異進 す。居ること数年、内務権少

書記官となり、幾も無く出て徳島・熊本・山梨・長崎・諸県書紀官を歴任し、皆

治績有り。明治二十四年六月、擢て本県知事に任ず。蓋異数なり。其の境にむ

や、首め百姓の疾苦を問う。謂う、琵琶湖の民を利するや、 国多く其の害亦大

なり。宜しく先ず其の害を除き、而して其の利を増すべきなり。因って、治水策

を講ず。其の議之有り。曰く、北海に疏通す。曰く、沿岸に築堤す。曰く、瀬田

川を浚渫す。君、其の第三策を取り、規画を覃竭し、方按を評具して、政府に請

う。 

而れども、京都・大阪の二府頻る異議の者有り。君乃ち慨然として力めて疾く東

上して論弁陳疏す。熱誠人を動かす。政府遂に之を許し、限るに功程六旬を以て

す。時方に隆冬にして、寒甚だし。人皆之を危ぶむ。而れども、君督励懈無く、

施工錯えず。先ず二月を期して竣を告げ、地方其の恵みを頼む。時に政府亦淀川



改良区域を変更して、以て琵琶湖に達するの議有り。君之を聞きて喜びて曰く、

吾が志酬わるなり。既にして君病に罹り、未だ其の起工を見るにおよばずして

逝く。実に明治二十九年一月十一日なり。葛ぞ痛惜に勝えん。君、正四位勲四等

に至る。享年五十三。鳴呼、君の徳沢は千載竭きず、猶琵琶湖の水、瀬田川の流

れの溶溶として尽くること無きがごときなり。私に謚して潤徳院と号すも、亦

以有らん哉。 頃日、故旧相謀り、碑を石山に建て、不朽の其の徳を以て、余分

を徴む。余嘗て県政に参與し、君を辱知す。故に辞さずして、其の梗概を記して

爾云う。 

明治三十八年九月 茨城県知事 正四位勲三等 寺原長輝撰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇滋賀県 守山市 浄宗寺 大水害最高水位 洪水 

 

 
(碑文 背景) 

明治 29 年(1896)9 月、滋賀県内では 3 日から 12 日の豪雨で所により 1,000mm

を超える降水量を記録した。琵琶湖の水位は 3.76m 上昇し、周辺のほとんどの

市町村は浸水による被害にあい、野洲川の決壊も重なった守山市域では 70%が

浸水したとの記録がある。碑には当地で記録した浸水位が記されている。 



〇滋賀県 守山市 大水口神社 川切れ百周年記念  洪水 

〇

 

(碑文 背景) 

川切れ百周年記念 治水・愛水野洲川の郷 

明治 29 年(1896)9 月、滋賀県内では 3 日から 12 日の豪雨で所により 1,000mm

を超える降水量を記録した。琵琶湖の水位は 3.76m 上昇し、周辺のほとんどの

市町村は浸水にあい、野洲川の決壊も重なった守山市域では 70%が浸水したと

の記録がある。野洲川決壊(川切れ)を伝える。 

 

 

 

 

 



〇滋賀県 長浜市 虎姫まちづくりセンター 明治期水害水点標 水害 

 

 

 

 

 



 

  

(碑文 原文) 

明治二十九年九月七日 水点 

明治二十八年七月三十日 水点 

 

明治 28 年(1895)、29 年(1896)、滋賀県では記録的な豪雨に見舞われ、虎姫村

でも西部五カ字の常襲浸水地帯は言うに及ばず、全村で甚大な被害を受けた。

資料に「東浅井郡虎姫村は田川の河水停滞により、姉川・高時川の水逆流し、

全村の家屋殆ど水中に没し、住民は天井あるいは屋上に難を避けて頻りに救い

を求めたが、水深く、長浜より舟數十隻をもってきて救助した」との記録があ

る。 

水害の恐ろしさを後世に伝えるため、五村、念信寺の旧本堂向拝柱には両年の

水害の水位を示す水点標二枚が打ち付けられていた。しかし県道丁野虎姫長浜

線に伴う工事により寺院が移転されたため、水点を示す石碑を新たに作成しこ

の場所に移したものである。 

平成二十一年十一月建立 虎姫町 

 



●滋賀県 大津市 滋賀県庁危機管理センター 江濃地震 震災 

 

(碑文 背景) 

明治 42 年(1909)8 月 14 日 15 時 31 分、東浅井郡東草野村、今の米原市の姉川

上流付近を震源として発生した内陸直下型の大地震。 

滋賀県と岐阜県を中心に大きな被害が生じた。このため、江濃地震と呼ばれて

いる。 

マグニチュードは 6.8 で、内陸直下型の地震としては国内最大級の大きさ。 

特に姉川流域で地盤が緩い現在のＪＲ虎姫駅周辺などで大きな被害となり、死

者 41 人、全壊家屋 978 戸。東浅井郡内の被害が大きく、湯田村尊勝寺(そんし

ょうじ、今の長浜市尊勝寺町)では全家屋の 83％、速水(はやみ)村(今の長浜市

速水)では、63％が全壊した。数多くの液状化現象（噴砂・噴水）や伊吹山 の

大規模な崩壊などが発生し、琵琶湖では津波も発生したという記録も残されて

いる。具体的には、震災予防調査会（1910）によると、姉川河口において「下

流湖岸ニ蒞メル泥州ノ中東西二百間南 北二町餘ハ大震ノ震動中湖水面下ニ陥

没シ----土地陥没ニ引續キ高サ數尺ノ波浪押シ寄セタリシカバ----陥落ノ深サ

ハ陸地ノ所ニテ四五尺ヨリ 五六尺ニ及ビ」と記され、琵琶湖湖岸で陥没が生

じた後に数尺（0.5-2ｍ程度）の津波が押し寄せたことがわかる。 



●滋賀県 大津市 百間堤 水害 

 

 



 

(碑文 背景) 

「大物区有文書」や『近江国滋賀郡誌』（宇野健一 1979）及び『志賀町むかし

話』（志賀町教育委員会 1985）などによると、四ツ子川が嘉永 5年(1852)7 月

22 日卯刻（現在の暦では 9 月 6 日朝 6時頃）に暴風雨で大規模に氾濫し、下流

の田畑や人家数戸が流失する被害が出た。 

四ツ子川は集落の上側部（西側部）で左折して流れているため、これまでも暴

風雨や大雨でしばしば洪水を起こし、下流の集落や田畑に被害をもたらしてい

た。そのため、住民は藩への上納米の減額をたびたび役所に願い出た。 

そこで、当時大物村を治めていた宮川藩（現在の長浜市宮司町に所在）の藩主

堀田正誠は、水害防止のために一大石積み工事(石堤防)を起こすこととした。

築造時期は安政 5 年(1858)頃で、若狭国から石積み名人の「佐吉」を呼び寄せ

て棟梁とし、人夫は近郷の百姓の男女に日当として男米 1升、女米 5合で出仕

させた。1ｍ前後の巨石を用いて長さ百間（約 180ｍ、ただし実測では約 200

ｍ）、天端幅十間（約 18ｍ）、高さ五～三間（5.5～9ｍ）の大堤を、5年 8ヵ

月の歳月をかけて完成させた。堤の完成で、大物、南比良の集落を洪水から守

るとともに、生活用水と農業用水が確保できるようになった。 

百間堤に続く下流部の堤は女堤（おなごつつみ）と呼ばれ、女性でも運べる程

度の少し小さな石で造られている。 



〇和歌山県 広川町 広八幡神社境内 濱口梧陵碑 安政南海地震 

 

 

 



 

 



 

(碑文 要約) 

濱口梧陵碑 

 

嘉永 7 年 11 月 5 日(旧暦)の安政南海地震による津波が旧広村を襲い、村落は

跡形もない程に洗い流された。 

津波は日暮れ後に起こったので人々は暮れ後に起こったので人々は逃げる場所

がわからなかった時に、濱口梧陵は暗闇の中で田に重ねてあった稲むらに火を

つけて周りを明るくした。人々はそれを頼りにして高台に逃げることができた

ので、津波に巻き込まれず助かることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇和歌山県 広川町 広村堤防内 感恩碑 安政南海地震 

 

 



 

 

 



 

 

 

↑役場内 (以下同) 



 

 

(碑文 要約) 

感恩碑 

 

旧広村では、宝永 4年 10 月 4 日(旧暦)に襲来した津波で村中が水没して約 300



名が死亡し、嘉永 7年 11 月 5 日(旧暦)に発生した安政南海地震による津波で

も村は壊滅し、約 30 名が死亡した。 

濱口梧陵らは、再来する津波を防ぐため、私財を投じて堤防を築いた。先人の

偉業に思いをはせ愛護することで、将来の災害に備えることができるのではな

いか。 

 

(参考 稲村の火の館 HP から引用) 

感恩碑に刻まれている言葉  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇和歌山県 湯浅町 深専寺 大地震津なみ心え之記 安政南海地震 

 

 



 

 
 



(碑文 原文) 

大地震津なみ心え之記 

 

嘉永七年六月十四日夜八ッ時下り大地震ゆり出し翌十五日まで三十一

二度ゆりそれより 小地震日としてゆらざることなし 二十五日頃ゆ

りやミ人心おだやかになりしニ同年十一月四日晴天四ッ時大地震凡半

時ばかり瓦落柱ねぢれたる家も多し 川口より来たることおびただし

かりとも其日もことなく暮て 翌五日昼七ッ時きのふよりつよき地震

にて 未申のかた海鳴こと三四度見るうち海のおもて山のごとくもり

あがり 津波といふやうな高波うちあげ北川南川原へ大木大石をさか

まき家蔵船みぢんニ砕き高波おし来たる勢ひすさまじくおそろし な

んといはんかたなし これより先地震をのがれんため濱へ逃 あるひ

ハ舟にのり又ハ北川南川筋へ逃たる人のあやうきめにあひ 溺死の人

もすくなからず すでに百五十年前宝永四年乃地震にも濱邊へにげて

津波に死せし人のあまた有しとなん聞つたふ人もまれまれになり 行

ものなれハこの碑を建置ものそかし 又昔よりつたへいふ井戸の水の

へり あるひハ津波有へき印なりといへれども この折には井の水乃

へりもにごりもせざりし さすれハ井水の増減によらずこの後萬一大

地震ゆることあらハ 火用心をいたし津波もよせ来へしと心え かな

らず濱邊川筋へ逃ゆかず 深専寺門前を東へ通り天神山へ立のくべ

し                      恵空一菴書 

 

(碑文 要約) 

嘉永七年六月十四日(1854)、深夜三時頃、大きな地震が起こり、翌日

の十五日までに三十一、二度揺れ、それから小さな地震が毎日のよう

に続いた。六月二十五日頃になってようやく地震も静まり、人々の心

も落ち着いた。 

しかし、十一月四日、晴天ではあったが、午前十時頃また大きな地震

が起こり、およそ一時間ばかり続き、瓦が落ち、柱がねじれる家も多

かった。河口には波のうねりが頻繁に押し寄せたが、その日も大きな

被害などもなく、夕暮れとなった。 

ところが翌日の五日午後四時頃、昨日よりさらに強い地震が起こり、

南西の海から海鳴りが三、四度聞こえたかと思うと、見ている間に海

面が山のように盛り上がり、「津波」というまもなく、高波が打ち上

げ、北川（山田川）南川（広川）原へ大木、大石を巻き上げ、家、

蔵、船などを粉々に砕いた。其の高波が押し寄せる勢いは「恐ろし



い」などという言葉では言い表せないものであった。 

この地震の際、被害から逃れようとして浜へ逃げ、或いは船に乗り、

また北川や南川筋に逃げた人々は危険な目に遭い、溺れ死ぬ人も少な

くなかった。 

既に、この地震による津波から百五十年前の宝永四年（1707）の地震

の時にも浜辺へ逃げ、津波にのまれて死んだ人が多数にのぼった、と

伝え聞くが、そんな話を知る人も少なくなったので、この碑を建て、

後世に伝えるものである。 

また、昔からの言い伝えによると、井戸の水が減ったり、濁ったりす

ると津波が起こる前兆であるというが、今回（嘉永七年）の地震の時

は、井戸の水は減りも濁りもしなかった。 

そうであるとすれば、井戸水の増減などにかかわらず、今後万一、地

震が起これば、火の用心をして、その上、津波が押し寄せてくるもの

と考え、絶対に浜辺や川筋に逃げず、この深専寺の門前を通って東へ

と向い、天神山の方へ逃げること。        

恵空一菴書 

 

(碑文 参考)  

地震が起これば津波が来るものと考えて高いところに避難せよとの教訓が伝え

られているもの。 

高さ 1.8ｍ、幅 0.6ｍの大きさで、地震の発生から 2年後の安政 3年に建立さ

れた。 

碑文は、震災の概要を記し、舟に逃げて溺死した人の多かったことを伝えると

ともに、宝永 4年(1707)の地震の際にも浜辺に逃げて津波に遭った人があった

のに、それが言い伝えられなかったことからこの碑を建てる、とし、井戸水が

減ったり濁ったりするのは津波の兆候だと言い伝えられているが、今回の地震

ではそのような兆候は見られなかった。 

そうであれば、兆候に頼るのではなく、地震が起きればまず火の用心をした上

で、津波が来るものと考え絶対に浜辺や川筋に逃げず寺の前を通って東の天神

山の方へ逃げることとの具体的な指示を示している。 

より具体的な避難方法避難先までを記した大変珍しい碑である。 

また、石碑の上に屋根がつけられているのも大変珍しい。 

 

湯浅村（現湯浅町湯浅）の津波による被害状況 

◎宝永地震・津波（1707） 

・流失破損の家・蔵数 628 軒 



・死者         54 名 

◎安政地震・津波（1854） 

・流失破損の家・蔵数 440 軒 

・死者         28 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇和歌山県 那智勝浦町 天神社 大津浪記念乃碑 昭和東南海地震 

 

 



 

 

(碑文 原文) 

大津浪記念乃碑  
那智町天満區 
昭和二十五年三月建之 
昭和十九年十二月七日午後二時過突如地底を抉ぐる怪音はつし息を呑む次の瞬

間忽おこる阿鼻叫喚天地も崩るゝ大地震の襲へるなり倒るゝ音犇く響泣く声叫

ぶ声街に溢れ野に満ち山に続く更に妖魔のたけびか我等の耳をうつ海嘯来錦の

浦に海傾けてなだれ来る狂乱の怒濤は全町を呑むかとばかり猛る醜の渦潮はあ

らゆるものを牙にかけ押破り薙倒し天満須崎高岸に驀進する嗚呼父祖の誇りし



田畑の潰え廿七町家を失ふ百十七親子索めんその暇なく九人の尊き命の藻屑が

下に失せ去りしこそ悲しけれ廿一年同じ十二月同じ禍ありけれど年を経て地震

ふことの間遠になりゆけば人の心の淡れもせんと碑を建てゝ記念とす 
    中森亮 

 

※なお、この石碑は那智中学校の正門門柱を転用したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇和歌山県 那智勝浦町 紀伊半島大水害記念公園 紀伊半島大水害 

 犠牲者の名前を刻んだ慰霊碑(那智谷大水害犠牲者の霊)と、被害状況や復興

への誓いを記録した紀伊半島大水害記念碑、当時の水位標が並んで建立 

  

 



 
 

 

↑自宅から流された女性が 100ｍ下流の道路柵に流れ着かれ、これに捉まるこ

とで救われた(那智勝浦町井関) 

 



 

 

↑和歌山県土砂災害啓発センター及び内部の啓発紙芝居 

 

↑那智川 

(碑文 要約) 

平成 23 年(2011)9 月 2 日から 4 日にかけて、台風 12 号の影響により紀伊半島

の広い範囲で総雨量 1,000 ミリを超える大雨となり、和歌山県南部では 4 日の

午前 2 時からの 2 時間の間、時間雨量が 100 ミリを超える大雨が降り続けまし



た。中でも那智勝浦町市野では 4 日の午前 2 時 10 分から午前 3 時 10 分の 1 時

間に 140 ミリという猛烈な雨が降りました。 

この記録的な豪雨は、那智勝浦町において死者 28 人、行方不明者 1 人、全壊家

屋 103 棟、半壊・大規模半壊家屋 905 棟など町全域にわたり甚大な被害をもた

らしました。 

特に那智川流域では多くの支流で土石流が発生し、本流の流れも阻害して大規

模な氾濫を引き起こし、より大きな被害となりました。市野地区で 8 人、井関

地区で 18 人が犠牲となったほか、井関地区で 1人が行方不明となりました。ま

た、全壊、大規模半壊、半壊家屋は 550 棟にのぼり、未曾有の大災害となりま

した。 

この記念碑は、この大災害を風化させることなく、また、一日も早い復興と二度

とこのような災害がないことを願って建立したものです。 

   

平成 24 年 9 月 4 日 那智勝浦町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●和歌山県 那智勝浦町 熊野三所大神社境内 安政地震 

 

 

(碑文 要約) 

若宮跡 浜の宮王子社跡 

境内の渚の森にあった若宮（浜の宮王子）の社殿は安政の大津波で流出 


